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お申込受付開始まで
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緑の中のIT会議2016

SAPユーザ・サミットを開催しました!

ユーザ企業のアンテナ

◆セミナー開催のお知らせ
　SAP ERP運用改善セミナー
　SAP S/4HANAセミナー

◆ヒントFile 「SAPクエリのレポート呼出機能」

◆編集後記
　「SAPユーザ・サミットを開催致しました」

緑の中のIT会議2016 SAPユーザ・サミット 写真ギャラリー「講演会場」

主催：株式会社ソフテス　共催：SAPジャパン株式会社

事前登録制　参加費無料

主催：株式会社ソフテス　共催：SAPジャパン株式会社

事前登録制　参加費無料

ソフテス　セミナー

編集後記「SAPユーザ・サミットを開催致しました」
お世話になっております。SAPユーザ・サミット担当の天野です。5月27日・28日に緑の中のIT
会議2016 SAPユーザ・サミットを開催致しました。第8回目となる今年のSAPユーザ・サミット
は参加者数過去最大、初参加のお客様も多く、大いに盛り上がりました！最初は緊張しがちな
皆様も、時間がたつにつれてほぐれてきて、最後はわきあいあいとした雰囲気の中、閉幕を迎
えました。会報ももっと活発な意見交換の場となるように、力を入れて作って参ります！ 検索SAPユーザ・サミット

FAX

同封の応募用紙に
ご記入の上、FAXください

Webサイト

様々な声を募集しています！
ぜひご応募ください！

天野

ヒントFile 

「SAPクエリのレポート呼出機能」
SAPクエリとは、プログラムを作成せずにテーブルか

らデータを抽出し、帳票を作成することができるツー

ルです。総勘定元帳、得意先/仕入先元帳、日計表など

の会計帳票や、プラント別/保管場所別在庫一覧、受注

在庫一覧などのロジスティクス帳票を、誰でも手軽に

作成することができます。今回は、そのようなクエリの

便利機能について、1つご紹介したいと思います。

クエリを実行し伝票一覧を表示した後、「特定の伝票

についてさらに詳しく内容を確認したい」と考えるお

客様は多いと思います。実はクエリ変更画面のレポー

ト割当で伝票照会トランザクションを設定すると、伝票

一覧をダブルクリックするだけで、伝票照会画面を表

示することができるようになります。

ヒントFile 

ソフテス
プログラマー M

また、レポート割当ではSAP ERPの標準トランザクショ

ンだけでなく、専用で作成したアドオンプログラムや

クエリを選択することも可能です。ちょっとした裏技を

使って、日々の業務を円滑に行えるようにしていきま

しょう。

段階的にSAPを導入して良かったことを聞いてみたい。
導入直後、一年後、三年後と…段階的にSAP ERPを入
れて良かったと思う所は変わると思います。導入直後に
は見えなかったけれど、数年後こんな所が良かったとか、
そのようなお話を聞いてみたいです。

今弊社はIDocで連携をしています。他社さんはどうさ
れていますか？

内部統制と運用負荷のバランスは？
J-SOX法など、厳しくなっているので、統制を強化すると
なると運用の負荷が高くなります。統制の取り方と業務
の運用のバランスが気になります。

ユーザ企業のアンテナ
こんなことが知りたい！

▲クエリ変更の画面で
　ジャンプ→レポート割当 を選択

▲呼び出したい
　トランザクションやクエリを選択

6月号

緑の中のIT会議
役立たせるために！

SAP S/4HANAセミナー

SAP ERPを経営改革に
［ SAP ERP運用改善セミナー］

7月15日（金）◆大阪開催
7月22日（金）◆東京開催

6月29日（水）◆東京開催
7月28日（木）◆東京開催

好評のため
追加開催



を開催しました！

基調講演

おかげさまで、今年も盛況でした。たくさんの出会いに感謝です。
ご参加いただきました皆様、誠に有難うございました。
皆様のお力添えにより、盛況のうち、終了いたしました。
当日の様子や、参加者様の声をまとめましたのでご覧ください。

5月２７日（金）-２８日（土）　会場：ヤマハリゾートつま恋
対象：SAP ERP導入検討中～導入済企業様
参加企業：51社

▲基調講演の様子

▲IoT研究分科会の様子　①②をあわせて、約30名にご参加いただきました ▲SAP ERP新規導入セッションの様子　①②をあわせて、約２0名にご参加いただきました

『必ず来る未来に向けて～ビジネスを支える、から変えるITへ』
SAPジャパン株式会社　代表取締役社長 福田 譲 氏

『ようこそ、SAPユーザ・サミットへ』
株式会社ソフテスBSS　取締役社長　水上 眞行

5月27日（金）

5月28日（土）

『ビジネス・ランドスケープ・トランスフォーメーション』
Astrums社 Managing Director　Sreenivas Kurup 氏

12:45～ ウエルカムメッセージ

12:50～

グループディスカッションⅠ・Ⅱ
各回、1時間30分。グループ（6名程度）ごと各部屋に分かれていただき、
参加者様が主役となって、ご希望のテーマで思う存分ディスカッションいただきました。
どのグループも、時間ぎりぎりまで、白熱して語り合っていらっしゃいました。

夕食を囲みながら、
グループディスカッションⅢを
行いました。
会話は尽きることがありません。

戦略を要するローンボールと、技術やセンスが問われる
アーチェリーで参加者様同士の交流を深めていただきました。

IoT研究分科会①②14:20～
16:00～

14:20～
16:00～

SAP ERP新規導入の
デモンストレーションと質疑①②

SAPが関連するIoTの事例をご紹介しました。小売と製造の二業種
をモデルに課題解決型のディスカッションを行いました。

SAP ERPの標準機能を使った販売業務・仕入業務を中心に
デモをご覧頂きました。 拡張ツールもご紹介させていただきました。

14:20～
16:00～

夕食会（グループディスカッションⅢ）19:00～

交流会（軽スポーツ）9:00～

すでにIoTに取り組んでいますか？

EDIを受け取り、メーカーに発注するようなシステムが
ありますが、それがIoTに近いんじゃないだろうか。

まだ小規模ではありますが、
何をやっていこうかという段階です。

SAP ERPは帳票や
インターフェースの作りこみが
必要だと思う。

海外では帳票の綺麗さは
意識しないようです。
業種によるかもしれないけれど
日本はここを重視するので手を
加えざるを得ないんですよね。

導入前に評価基準を作って
いないのですか？

導入前に数値化できる目標を
作るべきでした。

毎年の維持運用費が、
下がらず上がっていく。
皆さんはどうですか？

ベンダーの見直しってしてますか？
その周期は？

弊社はベンダーを最近一本化
しました。三ヶ月ごとに実績の
見直しをしようと思っています。

弊社は組織変更が多く、
対応するための費用が常に
かかっています。

弊社は見直していないです。

モジュール担当者間で情報交換の
不足を感じています。

弊社はOJTでやっています。
一部ベテランが残っているので
その人に聞いたり。

導入当時は頑張りますが、
稼動後のメンバーの学習は
どうやっているのでしょうか。

教育シナリオを用意するのが
良いのだろうか？

●完璧なプロトタイプを求めるのではなくまず行動を！と言われていましたがまったく同感です。

●ユーザ視点に立ち返るという観点を忘れないように自部署・自社の風土として展開していきたいと思いました。

●ITが戦略的に移行していることを実感しました。変革の必要性を感じました。

●今後はデザインシンキングの重要度が増していくというお話は非常に共感でき、日常のもやもや感がすっきりしました。

＜ご感想＞

＜ご感想＞

●拡張機能のお話がとても参考になりました。

●4月からSAP ERP導入に向けてスタートを切ったばかり

　なので、一連の流れを再認識できました。

●販売のデモは良くわかりました。

　次は生産のデモをやってほしいです。

＜ご感想＞

●ITについて語り合うことは楽しいことなんだと初めて知りました。

●クラウドのディスカッションをしましたが、ベンダーからは

　聞くことが出来なかった話を多く聞けました。

緑の中のIT会議2016


